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１ 担当者からのメッセージ（学習方法等）

２ 学習の到達目標

３ 学習評価(評価規準と評価方法)

学校番号 T1208

令和２年度　　工業科

教科 工業 科目 電子技術 単位数 ２単位 年次 ３年次

使用教科書 「電子技術」　（実教出版）

副教材等

　電子技術とは我々にとって身近なものであり、電子回路や半導体などの電子技術は携帯電話
やコンピュータなどを中心に様々なものに利用されている。
本講座では、電子技術を様々な面から学習する。

　本講座は教室での座学を中心に行うが、実際に実験を行うこともあるので教科担当の指示を
良く聞いて授業に参加すること。

　評価は出欠状況、学習態度、提出物、定期考査などで総合的に評価する。

　電子技術における基礎や半導体・回路および、それらを応用した各種電子機材に関する基礎
的・基本的な知識と技術を習得させ、現代社会における電子技術の意義や役割を理解させると
ともに、環境及びエネルギーに配慮しつつ、工業技術の諸問題を主体的、合理的に、かつ倫理
観をもって解決し、工業と社会の発展を図る創造的な能力と実践的な態度を育てる。

観
点

a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解

観
点
の
趣
旨

電子技術に関する諸
問題について関心を
もち、その改善・向
上を目指して意欲的
に取り組むと共に、
創造的、実践的な態
度を身につけてい
る。

電子技術に関する諸
問題の解決を目指し
て広い視野から自ら
考え、基礎的・基本
的な知識と技術を活
用して適切に判断
し、創意工夫する能
力を身に付けてい
る。

電子技術の各分野に
関する基礎的・基本
的な知識と技術を身
に付け、安全や環境
に配慮し、実際の仕
事を合理的に計画
し、適切に処理する
とともに、その成果
を的確に表現する。

電子技術の各分野に
関する基礎的・基本
的な知識と技術を身
に付け、工業の発展
と環境との調和の取
れた在り方や現代社
会における電子技術
の意義や役割を理解
している。

評
価
方
法

学習状況の観察
ワークシートの記述
レポート、発表
課題提出　等

学習状況の観察
ワークシートの記述
レポート、発表
課題提出　等

学習状況の観察
ワークシートの記述
レポート、発表
課題提出　等

学習状況の観察
ワークシートの記述
レポート、発表
課題提出　等

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に五段階評価にまとめます。
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。



４ 学習の活動

a b c d

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

原子と電子

電子技術の概要

学
期

単
元
名

学習内容
主な評価の観点

単元（題材）の評価規準 評価方法

前
期

序
章
・
半
導
体
素
子

ア
ナ
ロ
グ
回
路

デ
ィ

ジ
タ
ル
回
路

a:学習内容の関連に関心を持ち、
意欲的に取り組んでいる。
b:学習内容が実際の現場や社会に
与える影響を見い出し、その解決
に向け条件設定する能力が身に付
いている。
c:学習内容に関する技能が身につ
いて、適切に活用できる。
d:学習内容に関する基礎的・基本
的な知識を身に付け、電子技術の
基礎的知識や役割を理解してい
る。

学習観察
ﾜｰｸｼｰﾄ
課題ﾚﾎﾟｰﾄ
発表　　等

a:学習内容の関連に関心を持ち、
意欲的に取り組んでいる。
b:学習内容が実際の現場や社会に
与える影響を見い出し、その解決
に向け条件設定する能力が身に付
いている。
c:学習内容に関する技能が身につ
いて、適切に活用できる。
d:学習内容に関する基礎的・基本
的な知識を身に付け、電子技術の
基礎的知識や役割を理解してい
る。

学習観察
ﾜｰｸｼｰﾄ
課題ﾚﾎﾟｰﾄ
発表　　等

a:学習内容の関連に関心を持ち、意
欲的に取り組んでいる。
b:学習内容が実際の現場や社会に与
える影響を見い出し、その解決に向
け条件設定する能力が身に付いてい
る。
c:学習内容に関する技能が身につい
て、適切に活用できる。
d:学習内容に関する基礎的・基本的
な知識を身に付け、電子技術の基礎
的知識や役割を理解している。

学習観察
ﾜｰｸｼｰﾄ
課題ﾚﾎﾟｰﾄ
発表　　等

トランジスタ

半導体・ダイ
オード

○ ○ ○

○ ○ ○

増幅回路の基礎 ○ ○

◎

その他の半導体
素子

○ ○ ○ ○

直流電源回路

電界効果トラン
ジスタ

○ ○ ○

○

いろいろな増幅
回路

発振回路

○ ○ ○

ディジタル回路 ○ ○

集積回路

変調回路と復調
回路

○ ○ ○

パルス回路 ○ ○ ○



※

※

○○

テレビジョン ○

○

無線通信システ
ム

○ ○ ○ ○

ファクシミリ ○ ○ ○ ○

通信関係法規 ○ ○

データ通信シス
テム

○ ○

○ ○

電
子
計
測
の
基
礎

電子計測器 ○ ○ ○ ◎

○

○

○ ○ ○

○
音
響
機
器

音波の性質
聴覚の性質

○ ○ ○

音響装置 ○

a:学習内容の関連に関心を持ち、意
欲的に取り組んでいる。
b:学習内容が実際の現場や社会に与
える影響を見い出し、その解決に向
け条件設定する能力が身に付いてい
る。
c:学習内容に関する技能が身につい
て、適切に活用できる。
d:学習内容に関する基礎的・基本的
な知識を身に付け、電子技術の基礎
的知識や役割を理解している。

学習観察
ﾜｰｸｼｰﾄ
課題ﾚﾎﾟｰﾄ
発表　　等

マイクロホン
スピーカ

○ ○

a:学習内容の関連に関心を持ち、意
欲的に取り組んでいる。
b:学習内容が実際の現場や社会に与
える影響を見い出し、その解決に向
け条件設定する能力が身に付いてい
る。
c:学習内容に関する技能が身につい
て、適切に活用できる。
d:学習内容に関する基礎的・基本的
な知識を身に付け、電子技術の基礎
的知識や役割を理解している。

学習観察
ﾜｰｸｼｰﾄ
課題ﾚﾎﾟｰﾄ
発表　　等

高周波基本計測 ◎ ○ ○ ○

○

通
信
シ
ス
テ
ム
の
基
礎

画
像
通
信

学習観察
ﾜｰｸｼｰﾄ
課題ﾚﾎﾟｰﾄ
発表　　等

a:学習内容の関連に関心を持ち、意
欲的に取り組んでいる。
b:学習内容が実際の現場や社会に与
える影響を見い出し、その解決に向
け条件設定する能力が身に付いてい
る。
c:学習内容に関する技能が身につい
て、適切に活用できる。
d:学習内容に関する基礎的・基本的
な知識を身に付け、電子技術の基礎
的知識や役割を理解している。

○

ビデオ録画・再
生装置

原則として一つの単元（教材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容
（小単元）の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）に
ついて○を付けている。

応用計測 ○ ○ ○ ○

a:学習内容の関連に関心を持ち、意
欲的に取り組んでいる。
b:学習内容が実際の現場や社会に与
える影響を見い出し、その解決に向
け条件設定する能力が身に付いてい
る。
c:学習内容に関する技能が身につい
て、適切に活用できる。
d:学習内容に関する基礎的・基本的
な知識を身に付け、電子技術の基礎
的知識や役割を理解している。

学習観察
ﾜｰｸｼｰﾄ
課題ﾚﾎﾟｰﾄ
発表　　等

ディジタル通信 ○ ○ ○ ○

表中の観点について　ａ:関心・意欲・態度　　　ｂ:思考・判断・表現
　　　　　　　　　　ｃ:技能　　　　　　　　　ｄ:知識・理解

後
期

有線通信システ
ム


